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商
工
会
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の
挨
拶 

 

三
和
商
工
会 

会
長 

西
山 

薫 
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

希
望
に
輝
く
新
年
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
台
風
な
ど
相
次
ぐ
自
然
災
害
に
よ
り
想
定
を
上
回
る
甚
大

な
被
害
発
生
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
深
刻
な
人
手
不
足
と
事
業
承
継
問

題
、
消
費
増
税
と
複
数
税
率
へ
の
対
応
、
そ
し
て
働
き
方
改
革
へ
の
備

え
等
に
加
え
、
新
潟
県
は
、
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
財
政
の
再
建
に
向

け
、
「
行
財
政
改
革
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
県
単
独
事
業
の
抑
制
や

補
助
金
の
見
直
し
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
対
象
に
歳
出
削
減
に
取
り
組

む
な
ど
様
々
な
課
題
・
問
題
が
発
生
し
た
一
年
で
し
た
。 

三
和
を
含
む
上
越
南
地
区
商
工
会
で
は
、
会
員
や
地
域
の
課
題
解
決

に
応
え
る
た
め
、
各
商
工
会
が
持
つ
経
営
資
源
を
集
中
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
積
極
的
に
会
員
や
地
域
支
援
に
貢
献
す
る
た
め
昨
年
11
月
、

広
域
連
携
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

我
が
国
経
済
は
、
緩
や
か
に
回
復
し
、
個
人
消
費
も
持
ち
直
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮

小
、
経
営
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
難
、
人
件
費
の
上
昇
に
よ
る
コ
ス
ト

ア
ッ
プ
等
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
中
で
、
地
方
の
中
小
・
小
規
模

事
業
者
は
依
然
と
し
て
経
済
の
好
循
環
を
実
感
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
常
に
き
め
細
や
か
な
経
営
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
商
工
会
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
あ
ら
ゆ
る
事
業
・
活

動
や
諸
課
題
等
に
皆
様
と
と
も
に
、
我
々
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
今
年
は
、
商
工
会
法
施
行
60
周
年
・
商
工
貯
蓄
共
済
45
周

年
の
節
目
の
年
で
す
。
商
工
会
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
連
携
力

を
一
層
強
化
す
る
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

本
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。 

(Ｒ2.1. 6 発行 №121) 

■
広
域
連
携
事
業
ス
タ
ー
ト 

中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す

る
た
め
、
11
月
1
日
か
ら
板
倉
、
牧
、

三
和
、
清
里
、
中
郷
の
5
商
工
会
が
「
上

越
南
地
区
商
工
会
」
を
立
ち
上
げ
、
各
商

工
会
に
所
属
す
る
経
営
指
導
員
が
「
O

N

E 

T

E

A

M
」
で
相
談
や
指
導

に
あ
た
る
広
域
連
携
事
業
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
経
営
指
導
員
が
一
時
的
に

不
在
と
な
り
、
ご
迷
惑
を
か
け
る
時
間
帯

が
あ
り
ま
す
が
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ■商工貯蓄共済加入率 900%達成 
11 月末まで展開した商工貯蓄推進運動は皆

さんのご努力により目標加入口数には届きま

せんでしたが、加入率は 900%を超え一口当たり

手数料単価が増額し、また、純増口数(67 口)

の多い商工会の 2位となり、貴重な自主財源の

確保に繋がりました。皆さんのご協力に感謝い

たしますとともに、引き続き加入推進をお願い

します。   貯共推進委員長 荻野 尚 

■
４
月
12
日
（
日
）
に
開
催
決
定 

12
月
17
日
に
さ
ん
わ
桜
の
陣

2020
の
実
行

委
員
会
を
開
催
し
、
事
業
概
要
を
決
定
し
ま
し

た
。
委
員
長
に
西
山
会
長
、
副
委
員
長
に
細
山

副
会
長
を
選
出
し
、
昨
年
の
反
省
や
意
見
等
を

参
考
に
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。
今
回
か
ら
委
員
と
し
て
三
和
西
部
工
業
団

地
協
同
組
合
の
お
二
人
か
ら
加
わ
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
意
見
等
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
、
三
和
の
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

http://wansakasanwa.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
間
も
な
く
確
定
申
告
の
季
節
で
す 

2

0

1

9
年
分
の
確
定
申
告
期
間
は
２
月
17
日

(

月)

～
３
月
16
日(

月)

で
す
。
個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、
不
動
産
の
賃
貸
収
入
や
給
与
収
入
の
他
に

農
業
収
入
が
あ
る
方
は
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
記
帳
や
必
要
書
類
は
余
裕
を
持
っ
て
早
め

に
準
備
し
ま
し
ょ
う
！ 

■
無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内 

商
工
会
無
料
法
律
相
談
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
。
当
日
の
相
談
費
用
は
無
料
で
す
。
ま
た
秘
密

厳
守
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。 

○
日 

時 

１
月
16
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら 

 

○
会 

場 

三
和
商
工
会
館 

○
お
申
込
み
は
、
三
和
商
工
会
ま
で
。 

※
予
約
は
受
付
順
に
な
り
ま
す
。 

－金利情報－ 
 

■㈱日本政策金融公庫 

・普通貸付  1.21%～2.10% 

・経営改善貸付 1.21% 

■商工貯蓄共済融資 

・運転資金(5年) 2.75%～ 

■産業育成資金 

・運転資金(5年) 1.70%～ 

(R2.1.6現在) 

※条件等により増減する場合が 

あります。 

 

 ■１月の予定 
日 曜日 内   容 会場 

７ 火 年末調整指導会 商工会館 

９ 木 年末年始大売出し抽選会 商工会館 

１０ 金 県建築組合連合会三和支部通常総会 米本陣 

１５ 水 女性部新年会 はんぎや 

16 木 無料法律相談 商工会館 

２０ 月 さんわ桜の陣第 2 回実行委員会 商工会館 

２７ 月 上越南地区商工会長会議 中郷区 

２８ 火 上越商工会議所新春会員交流会 デュオ・セレッソ 

３０ 木 人事評価委員会 商工会館 

 

あおき味噌㈱が 
農林水産大臣賞受賞 
全国味噌鑑評会で当商工会員のあお

き味噌㈱の「特別吟醸づくり深雪みそ」

が最高賞の農林水産大臣賞に輝きまし

た。今回は全国から 380点が出品され、

6点が最高賞に選ばれました。 

青木光達社長は「蔵元の技術が評価さ

れて嬉しい。この技術をいかして今後も

皆さんに喜んでもらえる商品を作って

いきたい」と抱負を語りました。 

心からお祝い申し上げますとともに

今後益々のご活躍を祈念します。 

 


